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4.2 洪水調節の観点からの検討 
4.2.1 川上ダム検証における目標流量について 

検証要領細目において、複数の治水対策案は、河川整備計画において想定している目標

と同程度の目標を達成することを基本として立案することが規定※1 されている。 

また、河川整備計画が策定されていない水系においては、河川整備計画に相当する整備

内容の案を設定することと定められている。 

淀川及び木津川（大臣管理区間）は、「淀川水系河川整備計画（平成 21 年 3 月）」が策定

されているため、川上ダム検証にあたっては、検証要領細目に基づいて、淀川水系河川整

備計画の目標流量により整備内容の案を設定して検討を進めることとした。 

木津川（三重県管理区間）は、「河川整備計画が策定されていない水系」に該当するため、

川上ダムの検証にあたっては、検証要領細目に基づいて、木津川（三重県管理区間）の河

川整備計画相当の目標流量を、三重県が策定中である一級河川淀川水系木津川（指定区間）

河川整備計画を基に設定し、整備内容の案を設定して検討を進めることとする。 

 

※1 「検証要領細目」（抜粋） 

個別ダムの検証においては、まず複数の治水対策案を立案する。複数の治水対策案の一つは、検

証対象ダムを含む案とし、その他に、検証対象ダムを含まない方法による治水対策案を必ず作成す

る。検証対象ダムを含む案は、河川整備計画が策定されている水系においては、河川整備計画を基

本とし、河川整備計画が策定されていない水系においては、河川整備計画に相当する整備内容の案

を設定する。複数の治水対策案は、河川整備計画において想定している目標と同程度の目標を達成

することを基本として立案する。 

 
 



 

4-9 

(1) 木津川（三重県管理区間）の河川整備計画相当の治水計画の概要 

木津川（三重県管理区間）における河川整備計画相当の目標安全水準は、下流の大臣管

理区間における計画規模の整合、三重県内他河川との整合を踏まえ、淀川水系河川整備計

画の整備目標と同様に昭和 28 年 9 月の台風 13 号洪水に対して被害を防ぐことを目標と

した。 

 

表 4.2-1 木津川（三重県管理区間）の河川整備計画相当の目標流量 

河川名 基準地点 目標流量 備考 

木津川 

（三重県管理区間） 

依那古 850m3/s 戦後最大相当の洪水（昭和 28 年台風 13

号）に対応 大 内 850m3/s 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-1 木津川（三重県管理区間）の河川整備計画相当の目標流量 
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4.2.2 複数の治水対策案（川上ダムを含む案）について 

複数の治水対策案（川上ダムを含む）は、淀川及び木津川（大臣管理区間）においては

淀川水系河川整備計画の洪水を基本とし、木津川（三重県管理区間）においては河川整備

計画相当の洪水を基本として検討を行った。目標流量を計画高水位以下で流下させるため

の整備内容は、木津川上流の前深瀬川に川上ダムを建設するとともに、淀川及び木津川に

おいて河道掘削等の河道改修を実施することとした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-2 河道の整備状況図 

本図は現況（平成 13 年時点）における河道の整備状況の概要を把握するための資料であり、下記の

条件の下に算定したものである。 

現況河道において計画高水位以下の河積で流し得る最大の流量を、堤防の強度等の条件を考慮せず

単純に水理学的に求めたものである。なお、計画高水位以下の河積で流し得る最大流量の算定の課

程で行う流量規模毎の水位の試算に用いる流量配分は計画高水流量の配分比に応じて下流から上流

まで設定した。 

淀川 
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● 加茂

名
張
川

木津川

河道配分流量【戦後最大規模洪水】 （単位：m3/s）

●島ヶ原

2,800

木津川

服部川

柘
植
川

前
深
瀬
川

●大内

850

●：主要な地点

【中上流部：木津川島ヶ原地点（大臣管理区間）、大内地点（三重県管理区間）】

上野遊水地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-3 淀川水系河川整備計画の概要 

上野遊水地

※1 天ヶ瀬ダムの放流能力を増強し、

洪水調節容量の有効活用を図る。 

※2 既設ダムに加えて大戸川ダムと

上野遊水地を整備する。 

事業区間　L=2.6㎞

A

A

なんば線淀川橋梁架替イメージ（淀川） 平面図

淀
川

築堤イメージ（木津川 ） 島ヶ原地区：52.2k

H.W.L 築堤

河道掘削イメージ（木津川 ）

H.W.L

高水敷部を掘削

樹木伐採

三重県管理区間：木津川62.2k～73.6k
前深瀬川0.0k～0.6k

川上ダムの建設

河道配分流量【戦後最大洪水】（単位:m3/s） 
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4.2.3 複数の治水対策案の立案（川上ダムを含まない案） 
(1) 治水対策案の基本的な考え方 

検証要領細目に示されている治水対策（26 方策）を参考にして、できる限り幅広い治

水対策案を立案することとする。 

治水対策案の基本的な考え方を以下に示す。 

・複数の治水対策案の立案は、淀川及び木津川（大臣管理区間）においては淀川水系河川整

備計画として設定した目標と同程度の目標、木津川（三重県管理区間）においては河川整

備計画相当として設定した目標と同程度の目標を達成することを基本とする。 

・検証要領細目に示されている河川を中心とした 12 方策、流域を中心とした 14 方策の合計

26 方策のうち、ダムを除く 25 方策について淀川及び木津川への適用を検討する。 

 

各方策の考え方について P4-13～P4-37 に示す。 
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1) ダムの有効活用（ダム再開発・再編、操作ルールの見直し等） 
 
 
 

【検討の考え方】 

・淀川流域での既設ダムの実態、利水の状況及び先例等を踏まえて、利水事業者等の理解

と協力の可能性を勘案しつつ、既設 12 ダム（利水専用ダムを含む）について、治水対策

案への適用の可能性について検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-4 ダムの位置図 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-5 利水容量買い上げのイメージ図  図 4.2-6 ダムかさ上げのイメージ図 
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強・効率化させ、下流河川の流量を低減させる。 
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2) 遊水地（調節池）等 
 

 

【検討の考え方】 
・効果の発現場所、用地確保の見通し等を踏まえて、河川沿いの土地利用状況等を勘案し、

治水対策案への適用の可能性について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-7 遊水地の候補地 

河川に沿った地域で洪水流量の一部を貯留し、下流のピーク流量を低減させ洪水調節を行う。 
 

既設遊水地

新規遊水地候補地

木津川

淀川水系における既設遊水地設置地区の状況（伊賀市）

大 
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3) 放水路（捷水路） 

 

 

 

【検討の考え方】 
・効果の発現場所、用地確保の見通しを踏まえて、水理条件、地形条件、土地利用状況等

を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検討する。 
・川上ダムに代わる治水方策として、計画高水位を越える区間の上流に分流地点を設ける

こととし、木津川（三重県管理区間）及び木津川島ヶ原地区は川上ダムサイト直下の前

深瀬川から名張川に流す案を検討し、淀川本川については既存の神崎川を利用する案を

検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-8 放水路の位置図とルート 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-9 放水路のイメージ図 

河川の途中から分岐する新川を開削し直接海、他の河川又は当該河川の下流に流す水路である。 
河道のピーク流量を低減する効果があり、効果が発現する場所は分流地点の下流である。 
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4) 河道の掘削 
 
 

【検討の考え方】 
・淀川流域での河道掘削の実績、河道の状況等を踏まえて、治水対策案への適用の可能性

について検討する。 
・河道の掘削は、低水路河床の掘削（川底を掘り下げる）又は、高水敷の掘削（低水路幅

を広げる）が考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2-10 河道掘削区間位置図と掘削のイメージ図 

河川の流下断面積を拡大して、河道の流下能力を向上させる。 
 

上図はダムによる流量の低減が無いと考えた場合に、河道

の掘削により洪水時の水位を計画高水位以下に下げるため

に必要な対策範囲を示したもの 

河道の掘削案のイメージ 
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5) 引堤 
 
 
 

【検討の考え方】 
・淀川流域での引堤の実績、用地確保の見通し、横断工作物の状況等を踏まえて、沿川の

土地利用状況への影響等を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検討する。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 4.2-11 引堤区間位置図 

 
 
 
 
 

 

                        図 4.2-12 引堤のイメージ図 

堤防間の流下断面積を増大させるため、堤内地側に堤防を新築し、旧堤防を撤去する。河道の

流下能力を向上させる効果がある。 

大 

■淀川 引堤（0k～9.6k）

引堤案のイメージ
川上ダムを除いた場合の治水対策案（掘削）

川上ダムを除いた場合の治水対策案（引堤）

H.W.L
引堤

■木津川 引堤

島ヶ原地区：50.8k 三重県管理区間：木津川62.2k～73.6k、前深瀬川0.0k～0.6k

引堤案のイメージ

H.W.L

引堤

整備計画（掘削） 川上ダムを除いた場合の治水対策案（掘削）

川上ダムを除いた場合の治水対策案（引堤）

H.W.L

引堤
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6) 堤防のかさ上げ 

 

【検討の考え方】 
・用地確保の見通し、横断工作物、既設の堤防高等の状況を踏まえて、沿川の土地利用状

況への影響等を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検討する。 
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図 4.2-13 堤防のかさ上げイメージ図 

堤防の高さを上げることによって河道の流下能力を向上させる。 
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7) 河道内の樹木の伐採 

 

 
【検討の考え方】 
・淀川流域における河道内樹木の繁茂状況及び伐採のこれまでの実績等を踏まえて、治水

対策案への適用の可能性について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-14 河道内の樹木の伐採箇所 

河道内の樹木群が繁茂している場合に、それらを伐採することにより、河道の流下能力を向上

させる。 
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8) 決壊しない堤防 

 

 
 

【検討の考え方】 
・これまでの工学的な知見を踏まえつつ淀川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案へ

の適用の可能性について検討する。 

・川上ダムによる流量の低減がない場合に増大する河道流量に対して、計画高水位以上の

水位となる区間の延長は両岸で約 13km となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-15 計画高水位（ＨＷＬ）超過区間全体図 

計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対して決壊しない堤防である。 
仮に、現行の計画高水位以上でも決壊しない技術が確立されれば、河道の流下能力を向上させ

ることができる。 
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9) 決壊しづらい堤防 

 

 
 
 

【検討の考え方】 
・これまでの工学的な知見を踏まえつつ淀川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案へ

の適用の可能性について検討する。 

・川上ダムによる流量の低減がない場合に増大する河道流量に対して、計画高水位以上の

水位となる区間の延長は両岸で約 13km となる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-16 計画高水位（ＨＷＬ）超過区間全体図 

計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対しても急激に決壊しないよう

な粘り強い構造の堤防である。 
技術的に可能となるなら、洪水発生時の危機管理の面から、避難するための時間を増加させる

効果がある。 
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10) 高規格堤防 

 

 

【検討の考え方】 
・現状の淀川流域での河道整備、沿川の状況等を踏まえて、土地所有者等の理解と協力を

得る必要がある。 
・高規格堤防整備の抜本的見直しにおいて「人命を守る」ということを最重視し、整備区

間の大幅な絞り込みやコスト縮減方法について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-17 高規格堤防の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4.2-18 高規格堤防の実施例 

通常の堤防より堤内地側の堤防幅が非常に広い堤防である。 
なお、全区間の整備が完了すると、結果的に計画高水流量以上の流量が流下する。 

高規格堤防整備前

高規格堤防整備後

高規格堤防

運動施設

資材置き場

農地

実施前 実施後
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11) 排水機場 
 
 
 
 

【検討の考え方】 
・淀川流域の地形や土地利用の状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検

討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-19 毛馬排水機場 

自然流下排水の困難な地盤の低い地域で、堤防を越えて強制的に内水を排水するためのポンプ

を有する施設である。 
本川河道のピーク流量を低減させたり流下能力を向上させたりすることには寄与しない。 
 

淀川と支川大川との分派点の状況(淀川左岸10.0k付近)

◆淀川下流の支川大川の分派点には排水機場が設置されており、淀川の水位が高い時には
ポンプで強制的に寝屋川の洪水を排水し、寝屋川流域の浸水被害を軽減させている。

JR大阪駅

主要地方道大阪高槻京都線

毛馬排水機場

淀川大堰

淀川

毛馬水門と排水機場(淀川左岸10k付近)
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12) 雨水貯留施設 
 
 

【検討の考え方】 
・淀川流域内には、整備することにより雨水貯留が見込める可能性がある学校や公園が約

3,890 箇所（合計面積 30km2）、また水面が比較的多く集中する木津川上流域には約 100

箇所の農業用ため池が設置されている。 

・そのうち、本川の流量低減に資すると考えられる流域（築堤区間や既設ダム集水域以外）

には、約 148 箇所の学校（合計面積約 0.8km2）、約 697 箇所の公園（合計面積約 9km2）

及び約 56 箇所の農業用ため池が設置されている。 

・現状の淀川流域での学校やため池等の設置状況、適切な維持管理の継続性等を勘案し、

治水対策案への適用の可能性について検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-20 淀川流域の学校分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-21 雨水貯留施設（学校）の構造の例と淀川流域内の水面分布状況（河川域を除く） 

都市部等における保水機能の維持のために、雨水を貯留させるために設けられる施設である。 
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13) 雨水浸透施設 

 

 

【検討の考え方】 
・淀川流域内には建物用地面積が約 350km2 存在する。そのうち、本川の流量低減に資す

ると考えられる流域（築堤区間や既設ダム集水域以外）には、建物用地面積が 49km2存

在している。 

・現状の淀川流域での雨水浸透ますの設置の可能性、適切な維持管理の継続性等を勘案し、

治水対策案への適用の可能性について検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-22 淀川流域の土地利用区分図と土地利用比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2-23 雨水浸透ますの例 

都市部等における保水機能の維持のために、雨水を浸透させるために設けられる施設である。 
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14) 遊水機能を有する土地の保全 

 
 
 
 

【検討の考え方】 
・現状の淀川流域での遊水機能を有する土地の存在状況等を勘案し、治水対策案への適用

の可能性について検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：河川用語集（国土技術政策総合研究所） 

図 4.2-24 遊水機能を有する土地の保全のイメージ図 

河道に隣接し、洪水時に河川水があふれるか又は逆流して洪水の一部を貯留し、自然に洪水を

調節する作用を有する池、沼沢、低湿地等である。現況を保全することによって、遊水機能を

保持することが可能となる。 


